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人にしてもらいたいと思うことは何でも、
　　　　  　　　　　　　あなたがたも人にしなさい。

（マタイによる福音書  第7章12節）

今年度主題聖句
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東日本大震災の被災地を覚えての祈祷会

青山キャンパス　本部礼拝堂　１２時３５分～１３時５分
相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル２階 小礼拝堂　１２時３５分～１３時５分

被災された方 と々そのご家族、復興のために尽力されている方々を覚え、共にお祈りください。

11月１１日（月）

日　時　１１月１５日（金）  １２時４０分～１３時１０分

場　所　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル

演　奏　鷺    晶子（大学オルガニスト）
　

日　時　１１月２０日（水）  １２時４０分～１３時１０分

場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

演　奏　越川 伊豆美（大学オルガニスト）

ランチタイム・コンサート

　１１月１６日（土）は、学院創立１３９周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４（明治７）

年に東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。

ドーラ・E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会

から初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした

経験を生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。

　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら

ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世

学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」

と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の

信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青

山学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

　ダニエルは、旧約聖書の「ダニ

エル書」の主人公として登場します。

場面設定はバビロン捕囚（紀元前

6世紀）の時代です。バビロンの王

ネブカドネツァルはイスラエル人の

王族と貴族の中から才能と知恵の

ある四人の少年を選び、自国の言葉

と文書を学ばせました。そのなかにダニエルがいました。

　ダニエルは四人の中で最も優秀で「どのような幻も夢も解くことができた」と

記されています（1：17）。それゆえバビロンの王はダニエルを重用しました。

　バビロンの王国をメディア人のダレイオスが引き継いだ時、「王様を差し置いて

他の人間や神に願い事をする者は、だれであれ獅子の洞窟に投げ込まれる」（６：８）

という勅令が出されました。この勅令を知りながら自分の神に祈りをささげたダニエル

は獅子のいる洞窟に投げ込まれますが、奇跡的に救出されます。このダニエルに関する

話は、異教徒の支配下にあるユダヤ人を強く励ます物語として後の時代に大きな影響を

与えていきました。

聖書の人々 ［23］
「ダニエル」  Daniel

イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して礼拝を行い、各キャンパスの
クリスマス・ツリーに灯をともします。当日は授業を短縮して行います。
　日　時　１１月２９日（金）  青山キャンパス   １７時５０分～１８時３０分
　　　　　　　　　　   相模原キャンパス   １６時４０分～１７時２０分

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～


